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個
人
や
家
族
を

丸
ご
と
サ
ポ
ー
ト

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
時
代
の
変
化
に

伴
い
、
従
来
の
制
度
の
前
提
条
件
で
は

想
定
し
て
い
な
か
っ
た
事
例
が
多
く
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
80
代
の
親
が
50
代

の
子
の
生
活
を
支
え
る
「
８
０
５
０
問

題
」
や
大
人
に
代
わ
り
家
族
の
世
話
を

す
る
子
ど
も
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
な

生
活
困
窮
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、

個
人
や
家
族
を
取
り
巻
く
課
題
が
複

雑
化
し
て
い
る
今
、
制
度
ご
と
の
支

援
で
は
な
く
、
分
野
を
超
え
た
連
携

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
綾
部
市
で

は
、
関
係
機
関
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し
な
が

ら
、
困
難
を
抱
え
る
人
を
地
域
か
ら

取
り
残
さ
な
い
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

市  域
多機関と行政が連携して話し合う場

行　政
・地域包括支援課
 （全体マネジメント）
・市役所関係部署

3圏域（東部・中部・西部）
専門職と行政がつながり話し合う場

地域づくり専門職チーム

・生活支援コーディネーター
・地域包括支援センター
・地区担当保健師
・コミュニティナース

多機関 ・社会福祉協議会
・あやべ生活サポートセンター
・障害者（児）相談支援事業所

・こども家庭センター
・ボランティア総合センター

など

　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い

に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
、
地
域
の
交
流

を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

第
２
弾

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

２
０
２
６
in
A
Y
A
B
E

記
念
講
演

「
忘
れ
て
も
私
。

認
知
症
専
門
医
と
本
人
の

リ
ア
ル
な
話
」

・
講
師
　
渡
邉
　
究
さ
ん

　
　
　
　
（
綾
部
ル
ネ
ス
病
院

脳
神
経
内
科
医
）

　
　
　
　
下
坂

厚
さ
ん

（
京
都
府
認
知
症
応
援
大
使
）

日
時
　
９
月
27
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場
　
あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三
丁
目
）

　
　
　
あ
や
テ
ラ
ス
・
ホ
ー
ル

（
青
野
町
）

綾
部
市
の
包
括
的
支
援
の
取
り
組
み

「
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公

幸
せ
の『
縁
と
援
』が
ひ
ろ
が
る
ま
ち

あ
や
べ
」

連
携

行 政地域づくり
専門職
チーム

多機関
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ど
、
一
つ
の
家
庭
が
複
数
の
深
刻
な
ト

ラ
ブ
ル
を
同
時
に
抱
え
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
複
雑
に
絡

み
合
っ
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
国

は
「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」
を

創
設
。
綾
部
市
で
も
、
こ
の
事
業
を
活

用
し
、
困
っ
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
を

丸
ご
と
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
づ
く
り
を

始
め
て
い
ま
す
。

切
れ
目
の
な
い
伴
走
目
指
す

　
綾
部
市
で
は
、
相
談
支
援
機
関
に
共

通
す
る
課
題
と
し
て
、
相
談
の
入
口
・

対
応
・
出
口
の
各
段
階
で
支
援
の
「
は

ざ
ま
」
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
例
え
ば
、
複
数
の
問
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
か
ら
担
当
機
関
が
曖
昧

に
な
っ
た
り
、
福
祉
制
度
の
対
象
外
と

な
っ
て
い
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
「
は
ざ
ま
」
に
陥
り
や

す
い
人
を
取
り
こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
多

機
関
が
連
携
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
も
協
力

し
な
が
ら
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
人
が
抱
え
る
困
難
は
誰
に
で
も
起
こ

り
得
る
も
の
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
互
い
に
支
え
合
う
関
係

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

連合会域（12地区）
住民と専門職がつながり話し合う場

自治会域（189自治会）
住民同士がつながり話し合う場

住  民 地域づくり
専門職
チーム

多機関

住  民 地域づくり
専門職
チーム

住  民

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
今
か
ら
考
え
る
　

お
ひ
と
り
さ
ま
サ
ポ
ー
ト

〜
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
〜

（
頼
れ
る
身
寄
り
の
な
い
方
の
こ
れ
か
ら
）」

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

　
　
　
　
福
富
昌
城
さ
ん

　（
花
園
大
学
社
会
福
祉
学
部

社
会
福
祉
学
科
教
授
）

あ
や
べ
食
育
・
す
こ
や
か

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
健
康
づ
く
り
、
子
育
て
を
テ
ー

マ
と
し
た
学
び
、
体
験
の
ブ
ー
ス

こ
こ
ろ
の
健
康
フ
ェ
ス
タ

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を
中
心
と

し
た
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る

相
談
や
ク
イ
ズ

あ
や
っ
こ
ひ
ろ
ば
　

お
や
こ
de
体
操

　
イ
ベ
ン
ト
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝

下
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
＝
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

住  民
自治会
連合会

住  民
自治会長
 組　長

民生児童委員
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山
﨑
善
也
（
青
野
町
）

　
平
成
22
年
に
綾
部
市
長
に
就
任
以

来
、
４
期
16
年
に
わ
た
り
市
政
の
発

展
に
尽
力
。
都
市
計
画
の
見
直
し
や

水
源
の
里
事
業
の
推
進
、
行
財
政
改

革
を
主
導
し
、
都
市
機
能
の
集
約
、

移
住
・
定
住
促
進
、
企
業
誘
致
等
を

通
じ
て
、
地
域
の
活
力
向
上
に
貢
献

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
京
都
府
市
長
会

会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
広
域
行
政
で

も
手
腕
を
発
揮
さ
れ
た
。

  

志
賀
浩
治
（
宇
治
市
）

　
平
成
10
年
に
綾
部
市
立
病
院
に

赴
任
以
来
28
年
間
、
循
環
器
内
科

医
と
し
て
地
域
医
療
の
向
上
に
尽

力
さ
れ
た
。
平
成
21
年
か
ら
15
年

間
は
副
院
長
を
務
め
、
コ
ロ
ナ
禍

で
は
医
療
体
制
の
維
持
に
奔
走
す

る
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

主
導
。
令
和
６
年
か
ら
２
年
間
は

院
長
と
し
て
、
病
床
機
能
の
最
適

化
を
進
め
た
ほ
か
、
住
民
の
健
康

増
進
に
貢
献
さ
れ
た
。

　
安
達
一
男
（
宮
代
町
）

　
荻
野
靖
巳
（
味
方
町
）▽
河
田
博

文
（
京
都
市
）・
山
崎
路
子
（
滋
賀

県
甲
賀
市
）・
河
田
則
文
（
大
阪
市
）

※
連
名
で
表
彰
▽
四
方
祥
樹
（
東
京

都
）▽
新
庄
節
子
（
上
延
町
）▽
出
口

紅
（
亀
岡
市
）▽
科
研
電
機
（
福
知

山
市
）▽
片
山
化
学
工
業
研
究
所（
大

阪
市
）▽
カ
ル
ビ
ー
（
東
京
都
）▽
国

産
部
品
工
業
（
大
阪
府
豊
中
市
）▽

中
江
産
業
（
大
阪
市
）▽
日
東
精
工

（
井
倉
町
）▽
フ
ァ
ー
ス
ト
ダ
ウ
ン

（
福
岡
県
久
留
米
市
）▽
福
田
工
業

（
大
阪
府
枚
方
市
）▽
富
士
商
（
大
阪

市
）▽
ベ
ル
テ
ッ
ク
ス
（
京
都
市
）

市功労者等を表彰

功
労
者

表彰式に出席された皆さん

篤
志
者

分
野
別
功
績
者

市は７月31日、功労者等表彰式を開催。功労者２人、分野別功績者１人、
篤志者７人・10団体を表彰しました。被表彰者は次の皆さんです（敬称略、順不同）。
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農
業
委
員
会
は
同
日
、
総
会
を
開
催

し
、
互
選
に
よ
り
会
長
を
坂
根
正
司
さ

ん
、
同
職
務
代
理
者
を
鎌
部
勉
武
さ
ん

に
決
定
。
そ
の
後
、
会
長
か
ら
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
（
以
下
、
推
進
委

員
）
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。
両

委
員
の
任
期
は
、
７
月
20
日
か
ら
令
和

11
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
。
委
員

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
、
順
不

同
）。

【
農
業
委
員
】
長
尾
作
哉
（
睦
寄
町
）▽

鎌
部
勉
武
（
五
津
合
町
）▽
福
井
省
平

（
睦
合
町
）▽
齋
井
隆
司
（
十
倉
向
町
）

▽
白
波
瀨
京
子
（
下
原
町
）▽
飯
田
政

利
（
梅
迫
町
）▽
相
根
一
夫
（
上
杉
町
）

▽
神
田
一
之
（
七
百
石
町
）▽
四
方
聖

子
（
里
町
）▽
四
方
康
尚
（
同
）▽
四
方

諭
（
味
方
町
）▽
雨
林
利
治
（
高
津
町
）

▽
髙
橋
加
絵
（
同
）▽
森
下
勲
（
延
町
）

▽
居
相
雅
代
（
小
貝
町
）▽
大
槻
耕
治

（
舘
町
）▽
福
井
泰
子
（
位
田
町
）▽
大

槻
祐
紀
（
西
坂
町
）▽
坂
根
正
司
（
金

河
内
町
）【
推
進
委
員
】仲
久
保
弘
志（
故

屋
岡
町
）▽
今
井
直
幸
（
八
津
合
町
）▽

清
水
俊
秀
（
五
津
合
町
）▽
坂
田
鎭
男

（
武
吉
町
）▽
谷
垣
正
義
（
上
原
町
）▽

柏
原
明
宏
（
上
杉
町
）▽
能
勢
康
司
（
渕

垣
町
）▽
四
方
範
敏
（
高
倉
町
）▽
上
柿

直
一
（
井
倉
町
）▽
西
村
虎
三
（
岡
町
）

▽
大
嶋
康
治
（
豊
里
町
）▽
大
槻
智
（
大

畠
町
）▽
永
井
久
男
（
栗
町
）▽
　
桐
好

郎（
物
部
町
）▽
村
上
秀
則（
白
道
路
町
）

▽
井
上
吉
夫
（
志
賀
郷
町
）▽
松
本
隆

（
西
方
町
）

農
業
委
員
・
推
進
委
員
決
ま
る

第
26
期
農
業
委
員
会
の
各
委
員
が
決
定
。
７
月
21
日
、
市
は
農
業
委
員
辞
令
交
付

式
を
、
同
委
員
会
は
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
辞
令
交
付
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
11
年
ま
で

野
焼
き
火
災
！

　
昨
年
、
市
内
で
発
生
し
た
火
災
12
件

の
う
ち
、
野
焼
き
が
原
因
の
火
災
は
10

件
で
し
た
。
過
去
に
は
、
森
林
や
住
宅

に
延
焼
し
た
火
災
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
野
焼
き
は
法
律
で
原
則
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

刈
り
草
の
焼
却
か
ら
山
林
へ
燃
え
広
が
る
な
ど
、
全
国
的
に

大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
屋
外
で
の
火
の
取
り
扱

い
に
十
分
注
意
し
、
火
災
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
原
因
の
約
８
割

　
農
業
・
林
業
な
ど
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
焼
却
は
、
例
外

的
に
認
め
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

事
前
に
消
防
本
部
な
ど
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

出

て
い
ま
す

農
業

に
や

　
「
守
ろ
う
ご
み
マ
ナ
ー
」
に
基

づ
い
て
分
別
し
、
市
の
収
集
に
出

す
か
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

刈
り
草
は
農
地
に
還
元
す
る
な
ど

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

刈
り
草
は
ど
う
処
分
す
れ
ば
い
い
？

乾
燥
・
強
風
時
は
特
に
注
意
を

　
火
災
が
発
生
・
延
焼
し
や
す
い
気
象

状
況
に
な
っ
た
場
合
、
市
は
注
意
報
や

警
報
を
発
令
し
、
屋
外
で
の
火
の
使
用

を
制
限
し
ま
す
。

問い合わせ・届け出先

たき火等を行う時
消防本部予防課
☎(４２)０１１９

野焼きの相談・
煙の苦情
環境政策課
☎(４２)１４８９
火入れ申請（岸焼き）
林政課☎(４２)４３６２

林野火災
注意報発令
前３日間の合計
降水量１㍉以下

＋
乾燥注意報
発表時

火の使用は
控えて
ください

火の使用は
禁止
です

林野火災
警報発令
注意報の
発令基準
＋

強風注意報
発表時

罰則
あり

四方市長から辞令を受け取る農業委員。７月21日、
市役所で―
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総
合
計
画
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
総
合
計
画
は
行
政
の
基
本
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
す
。
住
宅
建
設
に
例
え
る
と
施
主

で
あ
る
市
民
の
「
こ
ん
な
家
に
住
み
た

い
」
と
い
う
希
望
に
沿
っ
て
描
か
れ
た

設
計
図
が
「
総
合
計
画
」
で
あ
る
と
言

え
ま
す
。
設
計
図
を
見
て
家
を
建
て
る

の
は
市
長
は
じ
め
市
役
所
の
職
員
で
あ

り
、
綾
部
市
の
各
部
局
は
総
合
計
画
に

示
さ
れ
た
目
標
に
沿
っ
て
予
算
を
立

て
、
事
業
を
執
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
６
月
議
会
で
は
特
別
委
員
会
等
で
の

議
論
を
経
て
、
第
６
次
綾
部
市
総
合
計

画
の
後
期
基
本
計
画
が
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
令
和
３

年
度
か
ら
10
年
間
の
計
画
で
す
が
、
前

期
５
年
が
経
過
し
た
の
で
令
和
８
年
度

か
ら
の
後
期
基
本
計
画
を
今
回
策
定
し

ま
し
た
。

　
策
定
に
当
た
り
、
私
は
「
指
標
の
再

検
討
」
を
提
案
し
ま
し
た
。「
そ
の
指

標
に
意
味
が
あ
る
の
か
？
」
と
感
じ
る

指
標
も
数
多
く
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
再
検
討
の
結
果
、
１
０
９
あ
っ
た
指

標
は
69
に
絞
ら
れ
ま
し
た
。
再
検
討
を

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
目
標
達
成
に
向
か

う
職
員
の
意
識
は
引
き
締
ま
っ
た
も
の

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
点
、
全
体
で
取
り
組
む
重
点

目
標
と
し
て
「
出
生
数
２
０
０
人
」
と

「
人
口
の
社
会
増
50
人
」
と
い
う
年
間

目
標
を
立
て
ま
し
た
。
人
口
減
少
は
自

治
会
や
公
共
交
通
、
学
校
、
病
院
の
維

持
な
ど
、
綾
部
市
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
の
根
本
原
因
で
す
。
人
口
減
少

を
食
い
止
め
る
に
は
市
職
員
が
共
通
の

目
標
を
持
っ
て
、
同
じ
方
向
に
向
か
っ

て
努
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
直
接

は
子
育
て
支
援
に
関
係
な
い
部
署
で
も

全
体
と
し
て
の
目
標
を
持
つ
こ
と
で「
他

人
事
」
と
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
綾
部
市
の
出
生
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の

令
和
２
年
に
は
２
０
１
人
で
し
た
が
、

令
和
６
年
に
１
０
５
人
に
ま
で
落
ち
込

み
ま
し
た
（
令
和
７
年
は
１
４
９
人
に

回
復
）。
こ
れ
を
元
の
２
０
０
人
以
上

に
戻
す
こ
と
で
学
校
を
維
持
し
、
地
域

を
守
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
若
者
が
夢
や
希
望
を
持
ち
、
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
綾
部
市
を
実
現
す

る
た
め
に
も
、
総
合
計
画
で
立
て
た
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。四

方
源
太
郎
（
綾
部
市
長
）

源ちゃんコラム

⑥

出
生
数
２
０
０
人
を
目
標
に
！

PTXプロジェクトチ
ームX

研究チーム
を紹介！

あやべ保育防災プロジェ
クト

 （代表：渡邊 友子）
自然災害や感染症などの非常

時に備え、保育現場の相互協力体
制づくりについて研究します。子
どもたちの安全確保や保護者の安
心、地域防災力の向上につなげる
ことを目指します。

多様なコミュニケーション
 手段が活きるまち綾部
 （代表：滝野 千里）
　人生 100 年時代を見据え、加
齢性難聴への理解を深めるため、
聞こえに関する情報を記録・共有
できる仕組みづくりを研究しま
す。

災害ボランティアチー
ム綾部

 （代表：桑井 登志子）
全国的に頻発する災害に備

え、一人一人の防災意識の向
上を目指します。講演会を通
じて「自助」「共助」の大切さ
を学び、地域で助け合える体
制づくりについて研究します。

あやタス
 （代表：野口 久徳）
　高齢化や過疎化による担い
手不足の解消に向け、地域を
応援するサポーター組織を創
設し、関係人口の拡大や持続
可能な集落づくりについて研
究します。

多彩なテーマで研究に取り組むチームが集まっています。
今号でも、エントリーのあったチームの一部を紹介します。

西方中奥グリーンラボ 
（代表：松本　満）

　高齢化や過疎化による農地
や農村環境の維持管理の課題
に対し、移住者と地元住民が
協力し、持続可能な地域の在
り方について研究します。

私市円山古墳次世代活
用プロジェクトチーム 
（代表：安岡　猛）

　私市円山古墳を次世代へ継
承するため、若者や子育て世
代を巻き込む活用アイデアを
研究し、交流人口の増加や古
墳の保全資金獲得につながる
仕組みづくりを目指します。

7 広報あやべねっと2026.8

孤
立
防
ぐ
声
掛
け
を

近
年
、
記
録
的
な
暑
さ
が
続
い
て
い

ま
す
。
暑
さ
に
よ
っ
て
健
康
や
暮
ら
し

が
脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
と
き
に
は
、
地

域
や
社
会
全
体
で
互
い
に
見
守
り
、
支

え
合
う
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

辛
い
と
き
や
困
っ
た
と
き
に
誰
か
を

頼
る
こ
と
は
決
し
て
恥
ず
か
し
い
こ
と

で
は
な
く
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
る
前
向
き
な
行
動
で
す
。
し
か
し
、

「
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」「
自

分
は
ま
だ
大
丈
夫
」と
い
う
思
い
か
ら
、

体
調
が
悪
く
て
も
助
け
を
求
め
ら
れ
な

い
人
も
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

心
の
壁
が
命
に
関
わ
る
深
刻
な
事
態
を

招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

「
暑
い
で
す
ね
」「
体
調
は
大
丈
夫
で

す
か
」。
そ
ん
な
何
気
な
い
声
掛
け
は
、

単
な
る
あ
い
さ
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
あ
な
た
の
こ
と
を
気
に
掛
け
て
い
ま

す
」「
困
っ
た
と
き
は
力
に
な
り
ま
す
」

と
い
う
気
持
ち
を
伝
え
る
、
大
切
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。

一
つ
の
声
掛
け
が
孤
立
を
防
ぎ
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
優
し
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
り
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
、
人
権
尊
重

の
第
一
歩
で
す
。
こ
の
夏
、
あ
な
た
も

身
近
な
人
を
思
い
や
る
一
言
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

シ
リ
ー
ズ
　
人
権
を
考
え
る

酷
暑
を
乗
り
切
る

支
え
合
い

＜問い合わせ＞ 図書館☎(42)6980 F(42)4570

10月３日（土）午前10時～正午
図書館１階ものづくりコーナー

令和５年４月号～令和６年３月号

保存期間が過ぎた雑誌を
無料で配布します！

保存期間が過ぎた雑誌を
無料で配布します！

日　時日　時

場　所場　所

対象の雑誌対象の雑誌

※５年間保存していた雑誌（令和２年４月号～令
和３年３月号）も対象です。
※雑誌によっては冊数制限があります。雑誌がな
くなり次第終了します。

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

今月の手話

つながろう

手話
で

両手を握って、
素早く腕を斜め上に動かす
（逃げる様子を表す）

避 難

動画で動きを
確認できます。
ぜひご覧ください。

動画で動きを
確認できます。
ぜひご覧ください。




